
考
古
学
か
ら
み
た
近
世
港
湾
都
市
長
崎
の
発
達
過
程

田
中

学

は
じ
め
に

元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
と
さ
れ
る
町
建
て
を
起
点
と
し
て
、
近
世
都
市
長

崎
が
ど
の
よ
う
に
発
達
し
た
の
か
、
い
ま
考
え
る
限
り
妥
当
な
見
解
を
述
べ
る

の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

整
理
す
る
観
点
と
し
て
は
、
ま
ず
第
一
点
に
考
古
学
的
な
見
地
に
立
つ
こ
と

で
あ
る
。
筆
者
が
歴
史
考
古
学
（
日
本
）
を
専
門
と
す
る
の
も
主
な
理
由
で
あ

る
が
、
町
建
て
当
時
の
同
時
代
的
文
献
が
失
わ
れ
て
い
る
現
状
を
み
る
と
、
同

時
代
の
遺
構
等
が
土
地
に
直
接
記
録
さ
れ
て
い
る
考
古
資
料
を
み
る
の
が
よ
り

正
確
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
第
二
点
と
し
て
、
港
湾
、
す
な
わ
ち
貨
物
や
人
の
出
入
り
が
あ
っ
た

海
岸
が
ど
の
よ
う
な
姿
態
を
な
し
て
い
た
か
と
い
う
地
形
的
な
見
地�

に
立
つ
こ

と
で
あ
る
。
ヴ
ィ
エ
イ
ラ
・
ア
マ
ロ
が
指
摘
し
た
と
お
り
、「
西
欧
と
日
本
の

商
人
、
宣
教
師
、
そ
し
て
西
九
州
の
大
名
は
港
市
の
計
画
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ

に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
か
」、「
一
五
七
一
年�

の
港
市
の
計
画
に
当
た

り
、
最
初
に
建
設
さ
れ
た
の
は
い
わ
ゆ
る
六
丁
町
の
み
だ
っ
た
の
か
、
あ
る
い

は
他
の
町
も
同
時
に
建
て
ら
れ
て
い
た
の
か
」
と
い
う
問
い
に
は
、「
い
ま
だ

に
明
確
な
答
え
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
」（
ヴ
ィ
エ
イ
ラ
・
ア
マ
ロ

二
〇
一
六
）。
こ
れ
に
は
海
岸
地
形
の
復
元
だ
け
で
な
く
、
更
に
進
め
て
、
よ

り
具
体
的
に
波
止
場
施
設
の
位
置
や
町
と
の
関
係
を
考
察
す
る
必
要
を
感
じ
る

か
ら
で
あ
る
。

最
後
に
第
三
点
と
し
て
、
斯
界
に
お
い
て
今
や
大
き
な
位
置
を
占
め
る
「
港

市
論
」（
安
野
眞
幸
一
九
九
二
）
か
ら
少
し
距
離
を
置
き
た
い
。
貿
易
と
対
外

関
係
そ
し
て
人
類
学
的
な
社
会
比
較
の
色
彩
が
強
い
本
論
か
ら
出
発
す
る
と
、

抽
象
化
が
進
ん
で
し
ま
っ
て
具
象
を
失
う
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
現
在
の
長
崎
市
の
行
政
区
分
に
お
け
る
町
名
と
、

江
戸
期
以
前
の
長
崎
市
中
の
町
名
が
頻
出
す
る
。
同
じ
「
●
●
町
」
で
呼
ば
れ

る
町
名
も
あ
る
た
め
、
こ
れ
以
降
、
本
稿
で
は
引
用
文
を
除
き
、
現
在
の
町
名

は
「
●
●
町
」、
江
戸
期
以
前
の
町
名
は
「
旧
、
●
●
町
」
と
呼
称
す
る
こ
と

と
す
る
。
ま
た
、
江
戸
期
以
前
に
は
存
在
し
た
が
現
在
残
っ
て
い
な
い
町
名
に

つ
い
て
は
煩
雑
を
避
け
る
た
め
、
時
期
の
区
別
が
判
断
し
が
た
い
場
合
以
外
は

「
旧
、」
を
省
略
し
て
「
▲
▲
町
」
と
呼
称
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

先
行
研
究
と
問
題
の
所
在

（
一
）
関
係
す
る
先
行
研
究

先
に
挙
げ
た
観
点
を
導
く
た
め
、
ま
ず
先
行
研
究
を
瞥
見
し
て
、
問
題
の
所

在
と
用
語
の
整
理
を
行
い
た
い
。
先
行
研
究
は
、
文
献
史
、
建
築
史
、
考
古
学

の
三
者
に
大
き
く
分
か
れ
る
。

文
献
史
か
ら

文
献
史
に
お
い
て
は
、
デ
ィ
エ
ゴ
・
パ
チ
ェ
コ
（
結
城
了
悟
）、
安
野
眞
幸
、

越
中
哲
也
、
外
山
幹
夫
の
成
果
が
あ
る
。
結
城
は
コ
ス
メ
・
デ
・
ト
ー
レ
ス
神

父
の
足
跡
を
中
心
に
辿
る
な
か
、
島
原
と
大
村
を
結
ぶ
陸
の
布
教
経
路
の
な
か

で
長
崎
が
注
目
さ
れ
、
一
五
六
七
年
以
降
、
修
道
士
が
訪
問
し
た
こ
と
を
記
し

て
い
る
。
ま
た
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
入
津
に
必
要
な
、
長
崎
湾
の
本
格
的
な
測

量
が
一
五
七
〇
年
八
月
～
十
月
末
に
な
さ
れ
た
点
を
指
摘
し
た
（
パ
チ
ェ
コ

一
九
六
九
）。

安
野
は
、
大
村
・
竜
造
寺
の
領
主
間
の
勢
力
均
衡
の
な
か
で
、
住
民
の
有
力

者
た
ち
が
運
営
す
る
「
自
治
都
市
」
と
し
て
長
崎
が
発
展
し
た
こ
と
、
天
正
八
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年
（
一
五
八
〇
）
の
イ
エ
ズ
ス
会
へ
の
寄
進
ま
で
は
キ
リ
シ
タ
ン
の
町
で
は
な

か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
同
年
の
教
会
領
長
崎
の
全
体
は
、
堀
と
石

垣
に
囲
ま
れ
た
「
環
濠
城
塞
都
市
」
と
な
っ
て
お
り
、
都
市
の
拡
大
・
発
展
に

つ
れ
て
堀
も
外
へ
作
ら
れ
た
こ
と
、
教
会
と
六
町
は
離
れ
て
更
に
要
塞
の
よ
う

に
な
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
挙
げ
た
（
安
野
一
九
七
四
）。

本
稿
で
は
、
こ
の
と
き
長
崎
の
町
を
「
地
域
区
分
」
し
て
図
示
し
た
こ
と
に

注
目
し
た
い
。
目
視
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
に
加
え
、
図
に
よ
っ
て
区
分
し

た
地
域
を
「
歴
史
的
な
単
位
」
と
し
て
、
Ⅰ
：（
森
崎
権
現
―
）
岬
の
教
会
（
―

長
崎
奉
行
所
西
役
所
）、
Ⅱ
：
六
町
、
Ⅲ
：
の
ち
の
「
内
町
」、
Ⅳ
：
岬
の
高
台

と
海
と
の
間
の
海
岸
地
帯
と
い
う
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
説
明
し
た
こ
と
は
画
期
的
と

考
え
る
。

そ
の
後
、
安
野
は
前
論
文
を
も
と
に
『
港
市
論
』
を
ま
と
め
る
に
至
る
が
、

こ
こ
で
大
き
く
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
変
化
さ
せ
た
。
そ
れ
は
、「
Ⅲ
」
地
域
に
位
置

さ
せ
た
旧
、
樺
島
町
や
五
島
町
な
ど
が
「
Ⅱ
」
の
六
町
同
様
、
町
建
て
当
初
か

ら
存
在
し
た
と
推
定
し
た
点
で
あ
る
。
ま
た
、「
Ⅴ
」
地
域
と
し
て
「
大
波
止
」

を
「
岬
の
高
台
と
海
と
の
間
の
海
岸
」
に
限
定
し
た
。
そ
し
て
、
Ⅲ
地
域
か
ら

「
現
在
の
桜
町
」
な
ど
の
「
内
町
」
の
最
北
端
部
を
抽
出
し
「
Ⅳ
」
地
域
と
し

た
（
安
野
前
掲
）。

こ
こ
に
は
思
考
の
大
き
な
転
換
が
あ
る
。
安
野
は
「
通
説
と
異
な
り
、
都
市

長
崎
は
現
在
の
日
本
の
都
市
と
同
様
、都
市
領
域
が
明
確
化
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

ス
プ
ロ
ー
ル
現
象
を
伴
い
つ
つ
、
成
立
・
発
展
し
て
い
っ
た
と
見
る
」
よ
う
に

な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
安
野
の
批
判
す
る
通
説
と
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
一
、
都
市
長
崎
は
「
堀
」
や
「
石
垣
」
で
囲
ま
れ
、
西
欧
の
中
世
都
市
と
同
様
、

都
市
の
内
部
と
外
部
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
た
。

二
、
そ
れ
ゆ
え
、
中
世
都
市
長
崎
は
西
欧
都
市
と
同
じ
だ
。

三
、「
内
町
」「
外
町
」
が
で
き
る
の
は
江
戸
時
代
以
降
で
、
こ
の
と
き
以
来
、

都
市
長
崎
は
日
本
的
な
都
市
に
変
身
し
た
。」

加
え
て
言
う
と
、
こ
れ
は
、「
交
通
形
態
」
や
「
世
界
史
の
基
本
法
則
」
を
重

視
し
た
日
本
の
マ
ル
ク
ス
主
義
歴
史
学
が
「
鎖
国
」
的
「
一
国
主
義
」
的
な
立

場
に
立
ち
、「
市
民
社
会
」
を
無
視
し
て
き
た
と
い
う
歴
史
哲
学
が
反
映
さ
れ

た
解
釈
の
変
更
で
あ
る�

。

越
中
は
、
現
、
岩
原
川
河
口
の
「
舟
津
」
が
長
崎
の
港
で
あ
り
、
大
波
止
よ

り
も
古
い
船
着
場
と
考
え
た
。
ま
た
、
舟
津
（
筑
後
町
）
→
ご
ざ
町
（
八
百
屋

町
）
→
「
天
神
川
路
」
→
長
崎
氏
本
拠
（
桜
馬
場
）
へ
の
陸
路
を
古
道
と
し
て

重
視
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
江
戸
町
の
成
立
は
一
六
〇
一
年
以
降
で
は
な
い
か
と

の
見
解
を
述
べ
て
い
る
（
越
中
一
九
八
四
）。

外
山
は
、
日
本
側
の
文
献
を
主
に
分
析
し
、
西
欧
の
文
献
資
料
を
宣
教
師
た

ち
の
作
為
が
入
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
余
り
重
視
し
な
い
立
場
を
取
っ
た
。
そ

の
た
め
、
町
建
て
当
時
の
居
住
者
が
全
て
逃
亡
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
る
と
い

う
見
解
を
疑
問
視
し
、
大
村
・
島
原
町
の
居
住
者
は
領
主
か
ら
移
住
を
命
じ
ら

れ
た
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
の
「
長
崎
開
港
」
は

ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
入
津
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
か
ら
長
崎
に
は
唐
船

の
往
来
が
あ
っ
た
こ
と
、
考
古
学
的
調
査
か
ら
中
世
の
五
輪
塔
や
土
葬
墓
、
輸

入
陶
磁
器
が
出
土
し
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
、
元
亀
元
年
・
同
二
年
に
の
み
注

視
し
て
「
開
港
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
は
偏
重
が
あ
る
と
批
判
も
し
て
い
る
（
外
山

二
〇
一
一
、
一
三
）。

建
築
史
か
ら

建
築
史
に
お
い
て
は
長
崎
を
個
別
に
扱
っ
た
事
例
は
少
な
い
。
早
い
事
例
と

し
て
は
、
小
林
英
之
が
一
九
八
二
年
の
長
崎
大
水
害
の
緊
急
調
査
で
得
た
経
験

か
ら
、
防
災
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
観
点
で
長
崎
の
都
市
域
の
拡
大
を
述
べ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
「
住
宅
地
開
発
は
、
大
き
く
見
て
、
洪
積
段
丘
面
（
安
全
な
立

地
）
→
氾
濫
原
・
埋
立
地
（
浸
水
の
危
険
）
→
傾
斜
地
（
崩
落
の
危
険
）
の
順
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で
進
ん
だ
。」
と
土
地
条
件
図
を
用
い
て
説
明
し
た
（
小
林
一
九
八
八
）。

ま
た
、
近
年
で
は
、
ベ
ビ
オ
・
ヴ
ィ
エ
イ
ラ
・
ア
マ
ロ
が
地
形
デ
ー
タ
（
国

土
交
通
省
国
土
地
理
院
提
供
の
現
代
の
標
高
デ
ー
タ
、
ボ
ー
リ
ン
グ
デ
ー
タ
、

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
、
明
治
時
代
の
水
底
測
深
図
）
を
も
と
に
、

一
七
世
紀
前
後
の
長
崎
の
海
岸
線
の
復
元
（
満
潮
・
干
潮
）
を
行
っ
た
。
既
往

の
研
究
が
当
時
の
海
岸
線
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
す
な
わ
ち
江
戸
期
と
そ
れ

以
前
の
長
崎
の
地
形
や
町
割
の
差
異
を
等
閑
視
す
る
、
あ
る
い
は
混
同
し
て
論

じ
て
い
た
の
に
対
し
、
最
も
正
確
な
土
地
形
状
を
考
察
し
た
点
で
重
要
で
あ
る
。

例
え
ば
、
彼
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
一
五
六
九
年
の
地
形
復
元
図
に
よ
れ
ば
中

島
川
の
河
床
は
そ
れ
ほ
ど
深
く
な
く
、
河
口
は
現
在
の
賑
町
～
万
屋
町
あ
た
り

に
開
い
て
い
て
、
時
に
巷
間
に
言
わ
れ
る
よ
う
な
、
長
崎
氏
の
居
城
（
桜
馬
場
）

方
面
ま
で
入
江
が
湾
入
し
た
と
い
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
外
国

語
文
献
を
直
接
読
む
こ
と
で
「
開
発
最
初
期
に
お
け
る
六
丁
町
以
外
の
町
の
存

在
は
疑
わ
し
い
」
と
し
、「
可
能
性
と
し
て
あ
り
う
る
の
は
、（
横
瀬
浦
町
、
ぶ

ん
ち
町
に
そ
れ
ぞ
れ
隣
接
し
た
）
樺
島
町
と
下
町
の
み
で
あ
る
」
と
結
論
づ
け

た
（
ヴ
ィ
エ
イ
ラ
・
ア
マ
ロ
前
掲
）。

建
築
史
の
も
う
一
つ
の
観
点
と
し
て
、
町
割
り
の
主
軸
方
向
を
分
析
す
る
も

の
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
宮
本
雅
明
が
「
日
本
型
港
町
」
と
い
う
都
市

類
型
の
提
唱
を
行
う
な
か
長
崎
を
扱
っ
て
い
る
。
宮
本
は
、
城
下
町
の
分
析
で

用
い
ら
れ
る
道
路
の
主
軸
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
船
着
き
場
か
ら
内
陸
に
向
か

う
街
道
に
沿
っ
て
タ
テ
町
型
の
町
割
を
な
す
の
が
中
世
起
源
の
港
町
で
あ
る
と

し
た
。
一
方
、「
水
陸
線
に
並
行
す
る
通
り
の
両
側
に
町
屋
が
展
開
す
る
」、
つ

ま
り
船
着
き
場
の
所
在
す
る
海
岸
（
河
岸
）
に
沿
っ
た
町
並
み
が
、
近
世
の
港

町
の
特
色
で
あ
る
と
し
た
。

宮
本
は
、
安
野
の
港
市
論
に
大
き
く
共
鳴
し
た
よ
う
で
あ
り
、
安
野
も
依
拠

し
た
カ
ー
ル
・
ポ
ラ
ン
ニ
ー
の
交
易
シ
ス
テ
ム
を
引
用
し
て
、
特
定
の
窓
口
を

介
し
て
交
易
が
行
わ
れ
る
「
間
接
交
易
」
の
う
ち
、
窓
口
の
管
理
者
に
よ
っ
て

商
品
の
価
格
が
決
定
さ
れ
る
「
管
理
交
易
」
と
、
価
格
が
市
場
原
理
で
決
定
さ

れ
る
「
市
場
交
易
」
の
区
別
を
紹
介
し
た
う
え
で
、
中
世
起
源
の
タ
テ
町
型
の

港
町
は
前
者
、
海
岸
に
沿
っ
た
町
並
み
の
港
町
は
後
者
で
あ
り
、
前
者
か
ら
後

者
の
展
開
を
導
い
た
。
こ
の
と
き
、
長
崎
は
イ
エ
ズ
ス
会
→
豊
臣
政
権
→
徳
川

政
権
を
通
じ
て
、
管
理
交
易
の
町
と
し
て
例
示
さ
れ
て
い
る
（
宮
本
二
〇
〇
六
）。

考
古
学
か
ら

考
古
学
に
お
い
て
は
、
宮
﨑
貴
夫
、
川
口
洋
平
、
坂
井
隆
が
所
論
を
述
べ
て

い
る
。
宮
﨑
は
自
身
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
万
才
町
遺
跡
（
旧
県
庁
新

別
館
地
点
）の
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書（
長
崎
県
教
育
委
員
会
一
九
九
五
）

以
来
、資
料
の
再
検
討
を
続
け
、近
年
も
、遺
構
の
配
置
と
正
徳
年
間（
一
七
一
一

～
一
六
）
の
町
絵
図
を
対
照
す
る
ほ
か
（
宮
﨑
二
〇
二
〇
ａ
）、
長
崎
の
町
域

の
変
遷
過
程
を
モ
デ
ル
図
に
よ
っ
て
提
示
す
る
な
ど
（
宮
﨑
二
〇
二
〇
ｂ
）、

研
究
を
深
化
さ
せ
て
い
る
。

川
口
も
、
宮
﨑
と
同
じ
く
万
才
町
遺
跡
（
旧
県
庁
新
別
館
地
点
）
の
資
料
を

中
心
に
研
究
を
行
い
、
近
年
は
「
ａ
．
文
献
史
学

ｂ
．
歴
史
地
理
学

ｃ
．
考

古
学
」
の
各
分
野
の
成
果
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
、
一
七
世

紀
初
頭
の
火
災
（
一
六
〇
一
、
〇
二
年
に
罹
災
）
の
前
後
の
遺
構
・
遺
物
を
比

較
し
て
「
長
崎
奉
行
が
任
命
さ
れ
る
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
を
境
に
大
き
く

変
貌
す
る
」
と
結
論
し
た
。
こ
れ
に
は
「
朱
印
船
貿
易
な
ど
に
よ
っ
て
各
地
か

ら
資
本
が
流
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
単
な
る
「
窓
口
と
し
て
の
港
」
か
ら
「
商

取
引
の
場
と
し
て
の
貿
易
港
市
」
へ
と
都
市
の
性
格
が
変
化
し
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。」
と
い
う
背
景
を
考
え
て
い
る
（
川
口
二
〇
〇
四
）。

坂
井
隆
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
中
近
世
都
市
を
「
港
市
」「
政
治
宗
教
都
市
」

と
定
義
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
来
航
前
後
の
変
化
や
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
建
設

し
た
東
南
ア
ジ
ア
の
都
市
や
、
日
本
や
那
覇
の
中
近
世
都
市
を
比
較
し
た
。
こ
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こ
に
お
い
て
長
崎
は
、「
内
町
（
奉
行
支
配
）
と
外
町
（
代
官
支
配
）
の
機
能
は
、

前
者
が
政
治
的
で
オ
ラ
ン
ダ
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
貿
易
と
関
係
が
深
く
、
後
者
は
市

場
的
で
中
国
貿
易
に
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
両
者
に
よ
る
二
重
機
能
が
並

立
し
て
お
り
、
そ
し
て
内
町
に
は
東
南
ア
ジ
ア
の
西
欧
要
塞
類
型
（
斜
体
マ
マ
、

筆
者
註
）
様
相
が
あ
る
。」
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
（
坂
井
一
九
九
五
）。

（
二
）
問
題
の
所
在

先
行
研
究
を
概
観
す
る
な
か
大
き
な
問
題
と
し
て
感
じ
る
の
は
、
町
建
て
か

ら
徳
川
公
領
期
に
至
る
ま
で
の
約
三
〇
年
間
（
一
五
七
一
～
一
六
〇
三
）
に
お

い
て
、
長
崎
は
市
域
を
大
き
く
変
化
さ
せ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
形
、
と
く

に
海
岸
の
変
化
に
つ
い
て
注
意
を
払
っ
た
論
考
は
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
で
あ

る
。
長
崎
の
外
縁
を
規
定
す
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
海
岸

は
概
念
図
に
よ
っ
て
示
さ
れ
、
抽
象
化
さ
れ
る
か
単
純
に
省
略
さ
れ
す
ぎ
て
い

た
（
図
１
）。
ヴ
ィ
エ
イ
ラ
・
ア
マ
ロ
は
「
長
崎
は
埋
め
立
て
に
よ
っ
て
そ
の

地
形
、
特
に
海
岸
線
の
か
た
ち
を
大
き
く
変
え
た
が
、
方
法
的
限
界
か
ら
そ
の

一
体
的
な
復
元
は
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
い
な
い
。」
と
研
究
の
現
状
を
指
摘
し

た
う
え
で
、「
港
湾
都
市
一
般
の
成
立
過
程
は
、
そ
れ
ら
の
水
陸
を
ま
た
ぐ
物

理
的
・
地
政
学
的
条
件
を
読
み
解
く
な
か
で
こ
そ
、
よ
り
合
理
的
に
理
解
さ
れ

る
」
と
述
べ
た
（
ヴ
ィ
エ
イ
ラ
・
ア
マ
ロ
前
掲
）。
筆
者
も
同
意
見
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
物
資
や
人
が
運
ば
れ
る
起
点
で
あ
る
、
港
の
場
所
や
形
態
は
変
化

す
る
の
か
否
か
と
い
う
分
析
に
も
不
足
を
感
じ
る
。
岩
原
川
河
口
の
港（
船
津
）

と
大
波
止
の
２
つ
の
う
ち
、
前
者
が
後
者
よ
り
先
行
す
る
（
越
中
前
掲
）、
両

者
の
時
間
差
は
特
に
考
慮
し
な
い
で
中
国
貿
易
港
／
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
オ
ラ
ン
ダ

貿
易
港
と
二
元
的
な
位
置
づ
け
を
与
え
る
（
坂
井
前
掲
）
な
ど
、
理
解
に
曖
昧

な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま
た
、
大
波
止
の
位
置
は
当
初
か
ら
変
化
し
て
い
な
い
の

か
。
ヴ
ィ
エ
イ
ラ
・
ア
マ
ロ
の
地
形
復
元
図
を
み
る
と
、
一
六
世
紀
末
の
海
岸

線
の
形
状
は
樺
島
町
へ
大
き
く
入
り
組
む
一
方
、
江
戸
町
へ
は
陸
地
が
出
て
お

り
居
住
地
が
存
在
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
越
中
哲
也
は
江
戸
町
の
成

立
を
も
っ
と
遅
く
措
定
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
問
題
は
、
近
年
ほ
と
ん
ど
の
研
究
が
安
野
眞
幸
の
「
港
市
論
」
に

依
拠
あ
る
い
は
影
響
さ
れ
て
書
か
れ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。
安
野
に
と
っ

て
分
析
の
主
眼
は
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
位
置
と
、
ゾ
ー
ン
の
主
体
者
が
誰
か
で
あ
り
、

ゾ
ー
ン
の
主
体
者
間
あ
る
い
は
、
主
体
者
と
両
ゾ
ー
ン
の
掌
握
者
と
な
る
政
権

と
の
相
克
が
主
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
都
市
域
の
拡
大
を
図
式
的
に
復
元
し

た
結
果
、
地
形
に
代
表
さ
れ
る
居
住
区
域
の
差
異
や
実
態
を
捨
象
し
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
う
え
で
、
イ
エ
ズ
ス
会
／
長
崎
町
衆
、
内
町
／
外
町
、
都
市
域
内
／

外
、
宗
教
／
貿
易
、
…
、
な
ど
の
二
元
論
へ
昇
華
す
る
の
は
、
安
野
の
意
図
と

は
全
く
逆
に
、
別
の
「
世
界
史
の
基
本
法
則
」
を
導
入
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い

か
。
そ
の
結
果
、
長
崎
を
「
港
市
」
と
い
う
シ
ェ
ー
マ
に
当
て
嵌
め
る
陥
穽
に

落
ち
る
こ
と
を
恐
れ
る
。

も
う
少
し
具
体
的
に
言
う
と
、「
港
市
論
」
の
出
発
点
は
東
南
ア
ジ
ア
を
対

象
と
し
た
研
究
で
あ
る
が
、
遡
航
も
可
能
な
大
河
を
運
河
に
し
て
域
内
に
取
り

込
ん
で
成
長
し
た
東
南
ア
ジ
ア
の
都
市
と
、
遡
航
困
難
な
河
川
が
多
い
日
本
の

そ
れ
と
で
直
接
比
較
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
一
国
主
義
と
言
わ
れ
て
も
、
ま

ず
は
正
確
を
期
す
た
め
に
も
、
長
崎
の
地
形
そ
れ
か
ら
港
の
位
置
の
事
実
確
認

か
ら
、
考
察
を
深
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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Ａ

図１　諸論考に図示された、町建て当初の長崎

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ：安野眞幸1992より
Ｂ：川口洋平2004より
Ｃ：山崎信二2015より
Ｄ：ベビオ・ヴィエイラ・アマロ2016より
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二

研
究
の
方
法
と
用
語
の
整
理

（
一
）
研
究
の
方
法

幸
い
、
長
崎
の
地
形
や
港
の
位
置
の
復
元
に
つ
い
て
機
は
熟
し
て
い
る
。
近

年
、
国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
は
、
地
形
図
、
写
真
、
標
高
、
地
形
分
類
、
災

害
情
報
な
ど
、
幅
広
い
内
容
で
入
手
し
や
す
く
ウ
ェ
ブ
地
図
で
公
表
し
て
い

る
。
ま
た
、
江
戸
時
代
の
長
崎
の
海
岸
線
や
町
割
に
つ
い
て
は
、
明
和
年
間

（
一
七
六
四
～
七
二
）
に
製
作
さ
れ
た
「
長
崎
惣
町
絵
図
」
と
現
代
の
縮
尺

二
五
〇
〇
分
の
一
地
形
図
を
重
ね
合
わ
せ
た
復
元
図
と
い
う
労
作
が
あ
る
（
布

袋
厚
二
〇
〇
九
）。

こ
れ
ら
の
情
報
と
と
も
に
、
考
古
学
的
な
発
掘
調
査
に
よ
る
遺
跡
の
情
報
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
町
建
て
当
初
か
ら
近
世
初
期
ま
で
の
、
長
崎
の
地
形

や
港
の
位
置
を
復
元
し
て
変
化
の
有
無
を
確
か
め
た
い
。

も
ち
ろ
ん
、
上
記
の
作
業
だ
け
で
全
て
は
解
決
し
な
い
。
文
献
資
料
や
他
の

絵
画
資
料
な
ど
の
情
報
も
加
え
て
総
合
的
に
考
察
を
行
う�

。

（
二
）
用
語
の
整
理

考
察
の
前
に
、
こ
こ
で
用
語
の
整
理
を
行
い
た
い
。
本
稿
で
扱
う
、
港
を
も

つ
都
市
の
こ
と
を
、
一
般
に
「
港
町
」
と
呼
び
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
安
野

眞
幸
は
港
町
を
、
貿
易
港
と
漁
港
に
分
け
、
前
者
の
機
能
が
高
い
も
の
を
「
港

市
」
と
し
た
（
前
掲
一
九
九
二
）。
こ
れ
ら
の
都
市
を
一
番
多
く
分
析
し
て
い

る
建
築
史
の
分
野
に
お
い
て
も
、
港
町
に
は
、
港
町
と
漁
村
の
別
が
あ
る
と
い

う
（
岡
本
哲
志
二
〇
一
〇
）。
ほ
か
に
も
、
港
町
に
河
川
氾
濫
原
の
寺
内
町
な

ど
を
含
め
て
「
水
辺
都
市
」（
伊
藤
毅
二
〇
〇
五
）、
河
川
交
通
を
念
頭
に
置
き

「
水
都
」（
陣
内
秀
信
二
〇
一
三
）
な
ど
の
用
語
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

言
葉
は
い
ず
れ
も
特
殊
な
う
え
、
本
稿
が
対
象
と
す
る
、
海
に
面
す
る
こ
と
が

自
明
な
都
市
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
。
そ
こ
で
、
よ
り
一
般
的
か
つ
特
定
の
意
味
を

帯
び
て
い
な
い
、「
港
湾
都
市
」
の
名
称
を
用
い
る
こ
と
と
す
る�

。

ま
た
、
港
に
お
い
て
荷
や
人
の
乗
降
機
能
を
果
た
す
、
堤
そ
の
ほ
か
の
施
設

を
「
波
止
」
と
呼
ぶ
。
一
六
〇
三
年
に
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
が
刊
行
し
た
長
崎
版

『
日
葡
辞
書
』
に
、〝'BUP

〟の
語
が
あ
り
、
意
味
は
「
ハ
ト
（
波
止
）
波
止
場
、

あ
る
い
は
下
船
す
る
の
に
適
し
た
場
所
。
下し

も

の
語
」
と
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の

長
崎
及
び
九
州
に
最
も
適
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
土
井
忠
生
他
編
訳

一
九
八
〇
）。

三

考
察

（
一
）
地
形
の
復
元

地
形
の
復
元
に
は
、
当
時
の
標
高
デ
ー
タ
も
大
事
で
あ
る
が
、
地
質
が
も
た

ら
す
土
地
条
件
も
同
じ
く
必
要
と
考
え
る
。
人
間
は
標
高
の
み
で
居
住
す
る
の

で
は
な
く
、
地
質
・
土
壌
も
加
味
し
て
い
る
と
想
定
で
き
る
か
ら
で
あ
る

（
松
田
博
幸
一
九
八
八
）。
そ
こ
で
、
国
土
地
理
院
作
成
の
「
数
値
地
図

二
五
〇
〇
〇
」
の
「
沿
岸
海
域
土
地
条
件
図
（
平
成
元
年
以
降
）」
を
利
用
し

て�

、
ヴ
ィ
エ
イ
ラ
・
ア
マ
ロ
が
作
成
し
た
一
六
〇
〇
年
前
後
の
長
崎
の
地
形
復

元
図
と
対
照
し
た
い
（
図
２
、
３
）。

数
値
地
図
二
五
〇
〇
〇
の
デ
ー
タ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
旧
六
町
や
金
屋
町
、

桜
町
を
西
辺
と
し
、
旧
、
地
獄
川
と
の
境
を
東
辺
と
す
る
地
形
が
「
更
新
世
段

丘
」
に
相
当
し
、
段
丘
と
海
の
間
に
位
置
す
る
旧
、
樺
島
町
や
浦
五
島
町
、
本

五
島
町
の
ほ
と
ん
ど
が
約
二
ｍ
以
上
の
「
高
い
盛
土
地
」
に
相
当
す
る
こ
と
で

あ
る
。
な
お
、
こ
の
段
丘
と
盛
土
の
境
は
標
高
四
ｍ�

の
等
高
線
に
対
応
す
る
。

ヴ
ィ
エ
イ
ラ
・
ア
マ
ロ
は
、
満
潮
時
の
地
形
に
つ
い
て
「
長
崎
湾
の
復
元
図
」

と
図
題
を
付
け
、
干
潮
時
の
地
形
に
つ
い
て
「
考
古
学
的
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
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発
見
さ
れ
た
遺
物
の
分
布
図
」
と
題
し
て
い
る
。
ま
た
、
後
者
の
図
に
町
割
を

描
い
て
い
る
こ
と
を
併
せ
て
推
察
す
る
と
、
基
本
的
に
は
干
潮
時
の
海
岸
線
に

人
の
土
地
利
用
が
あ
り
、
満
潮
時
の
浸
水
の
影
響
を
加
え
て
考
慮
し
て
図
示
し

た
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
干
潮
時
の
海
岸
線
が
旧
、
五
島
町
の
カ
ー
ブ
に

対
し
双
曲
線
を
な
す
よ
う
に
弧
を
描
き
、
当
時
の
五
島
町
か
ら
樺
島
町
に
か
け

て
突
状
の
浜
地
を
な
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
図
２
）。
こ
の
浜
地
は
艀
を
寄

せ
て
着
底
す
る
の
に
都
合
よ
く
、
そ
し
て
湾
入
部
分
は
風
波
か
ら
船
を
守
る
の

に
役
立
つ
。
ま
た
、
先
に
も
触
れ
た
が
、
満
潮
時
の
海
岸
線
は
、
樺
島
町
に
大

き
く
湾
入
し
突
堤
が
生
じ
る
（
図
３
右
）。
こ
れ
ら
特
徴
あ
る
地
形
は
人
工
的

に
利
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
推
測
を
補
強
す
る
歴
史
資
料
と
し
て
絵
図
を
参
照
し
た
い
。
現
在
知
り

得
る
な
か
で
、
最
も
古
い
長
崎
の
絵
図
と
し
て
「
寛
永
長
崎
港
図
」（
長
崎
歴

史
文
化
博
物
館
所
蔵
）
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
図
の
海
岸
線
は

全
体
的
に
緩
く
描
画
さ
れ
て
お
り
、
省
略
が
は
た
ら
い
て
い
る
。
後
出
す
る
図

と
し
て
「
寛
永
年
間
長
崎
之
図
」（
同
館
所
蔵
）
が
あ
り
、
こ
れ
と
同
系
の
絵

図
に
「
長
崎
港
之
圖
」（
立
正
大
学
図
書
館
田
中
啓
爾
文
庫
貴
重
資
料
）
が
あ

る�

。
こ
れ
を
確
認
す
る
と
、
海
岸
線
に
雁
木
が
描
か
れ
た
突
堤
す
な
わ
ち
波
止

が
、
浦
五
島
町
に
三
箇
所
、
大
波
止
の
位
置
に
一
箇
所
描
か
れ
る
。
ま
た
、
浦

五
島
町
側
の
波
止
の
間
は
凹
凸
が
目
立
ち
、
波
打
ち
際
を
想
起
さ
せ
る
（
図
３

中
）。そ

し
て
、
布
袋
厚
の
作
成
し
た
復
元
図
を
改
め
て
参
照
す
る
と
、
浦
五
島
町

の
小
路
に
「
中
ノ
波
戸
横
町
」「
南
ノ
波
戸
横
町
」
の
文
字
が
見
え
る�

（
図
３

左
）。
す
な
わ
ち
、
こ
の
横
町
と
化
し
た
小
路
が
旧
波
止
で
あ
る
と
推
定
で
き

よ
う
。
な
お
、
波
止
自
体
は
埋
立
て
に
よ
り
ほ
ぼ
埋
没
し
た
が
、
雁
木
が
存
在

し
て
乗
降
機
能
は
残
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、「
北
の
波
止
」
は
文
字
が

※両図の縮尺は任意

図２　「沿岸地域土地条件図」（左）と「1600 年前後の長崎の地形復元図」（右）
（図面の一部に図形を入れて加工）

弧状の海岸線

凡例
最も濃い網点：「河川」
網点：「海水（干潮時）」

盛土と段丘の境

凡例
最も濃い網点：「更新世段丘」
斜線：「高い盛土地」
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書
か
れ
て
い
な
い
が
、
類
推
す
れ
ば
船
津
町
と
浦
五
島
町
の
間
の
築
地
に
よ
り

埋
没
し
た
、
海
岸
側
の
小
路
が
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
長
崎
湾
の
復
元
図
と
は
方
向
が
異
な
る
が
、
樺
島
町
に
大
き
く
湾
入

と
突
堤
が
描
か
れ
る
。
突
堤
は
、
一
五
八
三
～
八
八
年
に
ゴ
ア
に
滞
在
し
た
リ

ン
ス
ホ
ー
テ
ン
の
記
録
に
書
か
れ
、
一
六
一
九
年
の
情
景
を
描
い
た
絵
画
資
料

に
も
描
か
れ
て
い
る
と
ヴ
ィ
エ
イ
ラ
・
ア
マ
ロ
が
指
摘
し
た
「
小
岬
」
に
対
応

す
る
（
前
掲
二
〇
一
六
）。
そ
し
て
小
岬
の
北
側
の
湾
入
に
は
、
船
・
ジ
ャ
ン

ク
船
が
停
泊
す
る
。
筆
者
は
こ
れ
を
最
初
の
大
波
止
と
考
え
る
。

（
二
）
海
岸
の
復
元

五
島
町
遺
跡
の
調
査
か
ら

浦
五
島
町
の
発
掘
調
査
事
例
に
つ
い
て
は
、
現
在
一
箇
所
だ
け
あ
る
。
当
地

は
佐
賀
藩
深
堀
領
と
同
鹿
島
支
藩
の
屋
敷
が
所
在
し
、
そ
れ
以
前
の
所
有
者
・

居
住
者
は
不
明
で
あ
る
。
調
査
の
結
果
、
江
戸
時
代
の
海
岸
護
岸
の
石
垣
が
計

一
三
面
出
土
し
た
。
埋
立
て
に
よ
る
陸
地
の
拡
張
に
伴
い
、
海
側
へ
石
垣
が
築

か
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
長
崎
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
協
議
会
二
〇
〇
一
）。

こ
の
調
査
で
は
、
含
ま
れ
た
遺
物
（
陶
磁
器
）
の
年
代
観
か
ら
、「
石
垣
５
」

か
ら
「
石
垣
��
」
を
覆
っ
て
い
た
焼
土
が
、
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
の
大
火

の
整
理
土
層
で
あ
る
と
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
石
垣
５
よ
り
内
側

（
陸
側
）
の
石
垣
は
寛
文
三
年
以
前
の
海
岸
線
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
布
袋
厚
の

復
元
図
に
調
査
図
面
を
重
ね
る
と
、
当
時
の
海
岸
線
が
浦
五
島
町
に
か
な
り
入

り
込
む
こ
と
が
わ
か
る
（
図
４
）。
調
査
範
囲
の
限
界
か
ら
本
五
島
町
ま
で
石
垣

は
確
認
で
き
な
い
が
、
前
節
で
述
べ
た
段
丘
と
盛
土
の
境
が
当
初
の
海
岸
線
で

あ
り
、
浦
五
島
町
は
埋
立
て
に
よ
っ
て
後
世
に
築
か
れ
た
と
推
定
で
き
よ
う
。

更
に
敷
衍
す
る
と
、
先
述
し
た
南
の
波
止
以
南
の
、
樺
島
町
側
へ
の
湾
入
の

範
囲
も
推
測
で
き
る
。
南
の
波
止
に
南
接
す
る
諫
早
領
屋
敷
は
築
地
＝
埋
立
て

※縮尺は任意

図３　３つの波止と、最初の大波止（湾入部）

左：布袋厚2009より　一部に図形を入れて加工
中：「長崎港之圖」（立正大学図書館所蔵）より　一部に図形を入れて加工
右：ヴィエイラ・アマロ2016より　一部に図形を入れて加工

湾入

湾入

波止

波止

湾入
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地
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
か
つ
、
現
在
の
樺
島
町
公
園
付
近
の
標
高

は
二
．八
ｍ
前
後
で
あ
り
、
こ
こ
も
町
建
て
当
初
は
海
に
没
し
た
で
あ
ろ
う
。

そ
の
た
め
、
旧
、
樺
島
町
を
設
け
る
余
地
は
町
建
て
当
初
に
な
く
、
段
丘
と
盛

土
の
境
、
す
な
わ
ち
平
戸
町
と
の
境
に
お
い
て
海
は
隔
て
ら
れ
、
旧
、
六
町
の

西
岸
は
切
り
立
っ
た
崖
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
。
な
お
、
地
形
上
か
ら
は
、
旧
、

江
戸
町
は
海
に
没
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
六
町
の
町
建
て
時
ま
で
遡
る
資
料
に

欠
け
る
こ
と
か
ら
、
町
の
成
立
は
既
往
の
説
の
と
お
り
、
一
七
世
紀
初
頭
頃
と

考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
石
垣
５
と
６
に
つ
い
て
は
、
幅
約
一
．八
ｍ
の
石
段
が
天
端
に
設
け

ら
れ
て
お
り
、
石
垣
に
波
止
が
伸
び
て
い
る
の
で
は
な
く
、
雁
木
が
作
り
つ
け

ら
れ
た
の
で
も
な
い
。
一
七
世
紀
後
半
以
後
、
直
線
的
な
石
垣
が
海
に
面
す
る

護
岸
景
観
に
変
じ
た
と
推
測
す
る
。

大
波
止
の
位
置
に
つ
い
て

宝
暦
一
〇
年
（
一
七
六
〇
）
に
田
辺
茂
啓
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
『
長
崎
実

録
大
成
』
に
よ
る
と
、
大
波
止
は
、
文
禄
（
一
五
九
三
～
九
六
）
頃
か
ら
船
着

き
の
波
止
場
に
定
め
ら
れ
た
と
い
う
。
一
七
世
紀
第
４
四
半
期
に
三
回
埋
立
て

に
よ
り
広
場
部
分
を
拡
張
整
備
し
た
。
同
書
所
載
の
図
に
よ
る
と
、
海
に
接
す

る
広
場
の
西
辺
に
雁
木
を
設
け
て
お
り
、「
入
江
」
は
長
三
間
二
尺
（
約
六
．五

ｍ
）、
幅
五
間
三
尺
（
約
一
〇
．七
五
ｍ
）
と
な
っ
た
。
そ
し
て
「
此
所
風
波
之

節
御
用
船
等
引
入
可
繋
置
用
意
也
」
と
用
途
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
（
丹
羽

漢
吉
・
森
永
種
夫
校
訂
一
九
七
三
）。

上
記
を
み
る
と
、
文
禄
以
前
の
町
建
て
当
初
か
ら
、
当
地
が
波
止
場
で
あ
っ

た
と
は
必
ず
し
も
言
い
切
れ
な
い
。
長
崎
奉
行
所
西
役
所
が
設
置
さ
れ
た
の
が

延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
で
あ
り
、
こ
の
施
設
と
一
体
と
な
っ
て
公
的
な
船
着

き
場
と
し
て
成
長
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

ほ
か
に
遡
り
得
る
伝
承
と
し
て
は
、
寛
永
一
一
年
（
一
六
三
四
）
に
「
長
崎

布袋厚2009を50％
縮小して加工

石垣５の立面写真と階段部分（上から）

図４ 　五島町遺跡の位置（左）と発掘調査の概要図（右、縮尺1：400）

石垣 石垣
５ ６

石垣
13

石垣13の位置から
推定する海岸線
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く
ん
ち
」
の
御
旅
所
に
定
め
ら
れ
た
こ
と
、
同
一
四
か
ら
一
五
年

（
一
六
三
七
、三
八
）
の
島
原
天
草
一
揆
に
伴
い
「
鉄
砲
玉
」
が
置
か
れ
た
こ
と

な
ど
も
あ
る
が
、
や
は
り
町
建
て
当
初
に
遡
っ
て
、
当
地
に
波
止
が
設
置
さ
れ

た
根
拠
に
は
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
一
五
八
〇
～
一
六
二
〇
年
代
の
樺
島
町
の
湾

入
部
分
は
元
々
の
海
岸
地
形
を
保
っ
て
お
り
、
更
に
遡
っ
て
、
町
建
て
当
初
か

ら
旧
、
大
波
止
は
現
在
よ
り
も
北
側
の
樺
島
町
に
存
在
し
た
と
推
測
す
る
。
こ

の
旧
、
大
波
止
か
ら
上
陸
す
る
と
、
最
も
近
接
す
る
道
は
旧
六
町
の
う
ち
横
瀬

浦
町
と
平
戸
町
の
間
の
道
、
す
な
わ
ち
旧
六
町
を
、
平
戸
・
大
村
・
島
原
／
横

瀬
浦
・
外
浦
・
ぶ
ん
ち
、
の
南
北
に
分
割
す
る
、
東
西
軸
に
相
当
す
る
の
で
あ

る
。（

三
）
町
建
て
当
初
の
都
市
軸
線
に
つ
い
て

都
市
軸
線
の
話
題
に
入
っ
た
た
め
、
本
節
で
は
関
連
す
る
遺
跡
と
し
て
、
万

才
町
遺
跡
（
旧
県
庁
新
別
館
地
点
）
の
成
果
を
み
た
い
。
調
査
地
は
大
村
町
及

び
平
戸
町
に
属
す
る
。
町
建
て
当
初
に
相
当
す
る
地
層
は
「
地
山
層
」（
長
崎

火
山
岩
の
風
化
土
で
構
成
さ
れ
、
土
地
条
件
図
の
「
更
新
世
段
丘
」
に
相
当
す

る
。
明
る
い
黄
褐
色
あ
る
い
は
橙
褐
色
を
呈
す
る
粘
質
土
）
と
呼
ば
れ
る
。
調

査
時
、
最
も
下
の
地
面
で
あ
る
か
ら
、
異
な
る
研
究
者
間
に
お
い
て
も
理
解
の

共
有
が
し
や
す
い
。

当
遺
跡
で
は
、
地
山
層
に
構
築
し
、
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
の
火
災
の
整

理
土
層
で
覆
わ
れ
る
遺
構
を
「
第
１
期
」（
一
五
七
〇
年
代
～
一
六
〇
〇
年
代
）、

火
災
後
の
遺
構
を
「
第
２
期
」（
一
六
〇
〇
年
代
～
三
〇
年
代
）
と
し
て
遺
構

の
配
置
が
考
察
さ
れ
て
い
る（
川
口
前
掲
二
〇
〇
四
、
宮
﨑
前
掲
二
〇
二
〇
ａ
）。

こ
こ
で
は
、
宮
﨑
貴
夫
の
大
村
町
の
遺
構
配
置
図
を
参
照
す
るø÷

。

川
口
、
宮
﨑
は
、
第
１
期
の
掘
立
柱
建
物
（
Ｓ
Ｂ
８
）
が
大
村
町
の
通
り
に

平
行
し
て
お
り
、
三
間
×
七
間
の
総
柱
礎
石
建
物
（
Ｓ
Ｂ
７
）
は
敷
地
西
側
の

奥
ま
っ
た
位
置
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
者
を
通
り
に
面
し
た
店
舗
や
住
居
、
後

者
は
蔵
と
推
定
し
て
い
る
。
こ
の
説
を
採
用
す
る
と
、
お
そ
ら
く
平
戸
町
と
大

村
町
の
境
を
な
し
た
と
推
測
す
る
溝
（
Ｓ
Ｄ
８
）
に
区
切
ら
れ
た
東
側
の
敷
地

は
一
箇
所
に
ま
と
ま
り
、
角
地
の
利
用
と
し
て
些
か
広
い
。
ま
た
、
Ｓ
Ｂ
７
が

総
柱
か
と
言
う
と
、出
土
状
況
図
か
ら
み
る
と
説
得
力
は
そ
れ
ほ
ど
強
く
な
い
。

礎
石
建
物
の
内
部
に
束
柱
が
立
つ
と
理
解
し
て
も
良
い
よ
う
に
感
じ
る
。
そ
れ

か
ら
、
敷
地
入
口
が
東
側
の
街
路
で
あ
っ
た
場
合
、
Ｓ
Ｂ
８
は
平
入
建
物
と
な

る
可
能
性
が
高
い
が
、当
該
期
の
町
屋
建
物
が
平
入
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る（
大

場
修
二
〇
〇
一
）。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｂ
７
と
Ｓ
Ｂ
８
は
異
な
る
敷
地
の
建
物
で
あ
り
、
南

側
の
通
り
に
向
け
て
入
口
を
開
い
た
と
考
え
て
は
ど
う
か
。
そ
し
て
、
南
側
の

第１期

第２期

図５　大村町の敷地割の変化（縮尺1：500）

東西方向の街路（東西軸）

平
戸
町

平
戸
町

大
村
町
の
街
路

大
村
町
の
街
路
（
南
北
軸
）

宮﨑2020aより一部に図形を
入れて加工
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通
り
は
前
節
最
後
に
論
じ
た
「
東
西
軸
」
に
相
当
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
町
建

て
当
初
の
当
該
地
点
は
旧
、
大
波
止
か
ら
の
上
陸
ル
ー
ト
に
面
し
て
お
り
、
か

つ
大
村
町
の
街
路
と
交
差
す
る
角
地
で
あ
っ
た
と
復
元
す
る
。

第
２
期
に
入
る
と
、
Ｓ
Ｂ
８
の
あ
っ
た
地
点
の
近
辺
は
、
東
西
方
向
に
主
軸

を
も
つ
布
基
礎
建
物
Ｓ
Ｂ
５
が
建
ち
、
Ｓ
Ｂ
７
の
あ
っ
た
近
辺
は
南
北
方
向
に

主
軸
を
も
つ
Ｓ
Ｂ
６
が
建
つ
。
こ
の
と
き
、
Ｓ
Ｂ
５
は
大
村
町
の
街
路
に
、

Ｓ
Ｂ
６
の
建
っ
た
敷
地
は
「
東
西
軸
」
の
通
り
に
面
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

角
地
の
敷
地
が
南
北
と
東
西
の
二
方
向
に
変
化
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
西
軸
と
と
も
に
大
村
町
の
「
南
北
軸
」
が
重
要
と
な
っ
た
と
理
解
す
る
。

（
四
）
小
堀
の
検
討

長
崎
の
旧
記
類
の
一
つ
『
長
崎
拾
芥
』
に
は
、
豊
臣
公
領
期
の
文
禄
元
年

（
一
五
九
二
）
に
堀
町
の
場
所
に
「
小
堀
」
が
掘
ら
れ
た
と
記
載
さ
れ
る
。
こ

の
小
堀
と
推
定
さ
れ
る
堀
跡
が
、
金
屋
町
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
発
見
さ
れ
て
い

る
。
当
地
は
、
今
町
の
一
角
に
属
す
る
た
め
堀
町
と
は
少
し
離
れ
る
が
、
堀
町

の
延
長
線
上
に
位
置
し
て
お
り
、
確
認
し
た
延
長
距
離
で
約
七
ｍ
分
、
幅
四
．八

～
五
．〇
ｍ
、
深
さ
約
二
ｍ
を
測
り
、
堀
と
し
て
十
分
な
規
模
を
示
し
て
い
る
。

覆
土
は
六
層
に
分
か
れ
る
が
、
最
下
層
の
六
層
か
ら
は
一
六
世
紀
末
か
ら
一
七

世
紀
初
頭
の
中
国
景
徳
鎮
産
の
磁
器
碗
、
皿
や
日
本
の
瓦
質
土
器
甕
な
ど
が
出

土
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
報
告
者
は
一
七
世
紀
第
１
四
半
期
頃
に
は
こ
の
遺

構
が
埋
め
立
て
ら
れ
廃
絶
し
た
と
推
定
し
て
い
る
（
長
崎
市
埋
蔵
文
化
財
調
査

協
議
会
二
〇
〇
七
）。

筆
者
も
報
告
者
の
見
解
に
首
肯
す
る
。
ま
た
、
発
掘
調
査
報
告
書
に
は
出
土

し
た
堀
遺
構
と
堀
町
を
結
ん
だ
推
定
ラ
イ
ン
が
復
元
さ
れ
て
お
り
、
東
端
は

「
想
像
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
台
地
裾
を
流
れ
る
地
獄
川
に
接
続
し
て
い
た
可

能
性
も
あ
ろ
う
」
と
し
、「
道
路
を
挟
ん
だ
向
か
い
の
敷
地
を
通
過
し
て
崖
へ

の
到
達
を
も
っ
て
西
端
と
な
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
」
と
や
や
控
え
め
に
表
現

さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
は
こ
の
小
堀
が
船
津
町
側
の
入
江
か
ら
地
獄
川
ま
で
を

繋
い
だ
と
推
定
す
る
。
土
地
条
件
図
や
等
高
線
か
ら
船
津
町
側
の
入
江
は
大
き

く
開
口
し
て
い
た
と
推
定
で
き
、
そ
の
奥
部
の
小
川
町
と
旧
、
恵
美
須
町
の
間

に
は
「
波
戸
道
」
と
い
う
表
記
が
見
え
る
か
ら
で
あ
るøø

。

小
堀
と
と
も
に
島
原
町
と
本
博
多
町
の
境
を
掘
っ
た
「
大
堀
」
は
、
旧
、
大

波
止
に
繋
が
っ
て
お
りøù

、東
側
も
地
獄
川
ま
で
連
続
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
豊
臣
公
領
期
に
本
博
多
町
に
設
け
ら
れ
た
奉
行
所
は
、
南
北
を

大
き
な
堀
で
区
画
し
て
い
た
と
復
元
で
き
る
。
奉
行
所
か
ら
は
（
浦
）
五
島
町

の
北
、
中
、
南
の
３
つ
の
波
止
を
睥
睨
で
き
、
今
町
を
通
れ
ば
船
津
町
の
波
止

へ
も
通
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

四

港
湾
都
市
長
崎
の
変
化
と
画
期

最
後
に
、
前
節
の
復
元
か
ら
導
き
出
し
た
、
港
湾
都
市
長
崎
の
変
化
を
述
べ

た
い
。

ま
ず
、
当
初
は
、
旧
六
町
と
イ
エ
ズ
ス
教
会
が
岬
の
先
端
の
段
丘
上
に
建
て

ら
れ
る
。
こ
の
と
き
、
東
・
南
・
西
の
海
岸
は
切
り
立
っ
た
崖
地
形
を
な
す
。

崖
下
の
西
岸
に
は
、
天
然
に
形
成
し
た
風
波
を
避
け
る
小
さ
な
岬
と
湾
入
す
る

船
着
き
場
、（
旧
）
大
波
止
が
あ
る
。
船
着
き
場
か
ら
東
へ
街
路
が
伸
び
、
六
町

す
べ
て
の
街
路
と
交
差
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
船
着
き
場
か
ら
内
陸
に
向
か
う

街
道
に
沿
っ
て
タ
テ
町
型
の
町
割
を
な
す
の
は
、
宮
本
雅
明
が
提
唱
し
た
中
世

起
源
の
港
町
「
日
本
型
港
町
」
の
様
態
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
直
行
す

る
大
村
町
の
街
路
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
教
会
か
ら
長
崎
氏
領
へ
至
る
陸
上
交
通
の

要
路
と
い
え
よ
う
（
図
６
）。

傍
証
と
し
て
、
当
該
期
の
大
村
氏
の
本
拠
で
あ
る
三
城
城
下
町
を
挙
げ
た
い
。
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既存の長崎港

新興の
長崎港

図６　町建て期（元亀２年から天正８年、1571 ～ 80）の長崎と
　　　豊臣公領期（前期：文禄元年から慶長元年、1592 ～ 96）の長崎

※布袋厚2009を80％縮小して加筆
なお、豊臣公領期（前期）の長崎の範囲については、実線及び細かい点線（推定線）で示している。

南北方向の軸線

東西方向の軸線

旧、
大波止

旧、六町＋
キリスト教会
の範囲

奉行所

南の波止

中の波止

（仮称）北の波止 波止

環濠「大堀」

環濠「小堀」

万才町遺跡

(県庁新別館地点)

五島町遺

金屋町遺跡

跡
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家
臣
団
の
居
住
地
が
間
に
入
る
の
で
、
長
崎
と
は
直
接
の
比
較
は
難
し
い
も
の

の
、
領
主
の
居
城
と
港
と
の
関
係
を
み
る
と
、
町
屋
群
は
近
世
以
前
の
港
で
あ

る
杭
出
津
の
海
岸
線
か
ら
直
交
し
て
、
渡
河
し
て
三
城
城
へ
至
る
街
路
と
直
角

に
交
わ
る
。
先
の
宮
本
雅
明
の
理
解
と
対
応
す
る
と
大
野
安
生
は
評
価
し
て
い

る
（
大
野
二
〇
〇
九
）。

つ
ぎ
に
、
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
に
始
ま
る
教
会
領
の
時
期
に
、
六
町
の

周
囲
に
本
博
多
町
、
樺
島
町
、
本
五
島
町
、
内
下
町
が
形
成
さ
れ
る
。
内
下
町

を
除
く
三
町
が
地
名
を
由
来
と
し
て
お
り
、
通
説
通
り
、
迫
害
さ
れ
た
キ
リ
シ

タ
ン
が
居
住
し
た
で
あ
ろ
う
。
竜
造
寺
氏
が
有
馬
氏
を
降
す
の
は
天
正
六
年

（
一
五
七
八
）
で
あ
り
（
川
副
博
二
〇
〇
六
）、
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
の
大
村
・
有

馬
に
は
政
治
的
不
利
な
状
況
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
天
正
一
六
年
（
一
五
八
八
）
の
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
直
轄
領
化
に
よ

り
、
町
は
大
き
く
変
化
す
る
。
文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）
の
本
博
多
町
へ
の
奉

行
所
設
置
、
南
北
二
本
の
「
大
堀
」「
小
堀
」
の
開
削
、
そ
し
て
浦
五
島
町
の
北
、

中
、
南
三
箇
所
の
波
止
の
構
築
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
町
の
平
面
形
が
海
岸
側

に
広
く
発
達
し
、
若
干
い
び
つ
な
様
態
を
な
す
の
は
、
船
津
ま
で
続
い
て
船
着

き
場
を
大
き
く
開
発
し
た
た
め
と
推
測
す
る
。
な
お
、
こ
の
と
き
の
波
止
は
、

自
然
地
形
を
利
用
し
て
突
堤
を
長
く
伸
ば
す
一
方
で
、
石
垣
を
築
い
て
陸
地
を

拡
張
す
る
こ
と
で
、
海
か
ら
の
浸
水
を
遮
る
形
状
を
な
し
た
と
復
元
す
る
（
図

６
）。船

津
は
、
越
中
哲
也
が
正
し
く
指
摘
す
る
通
り
、
桜
馬
場
の
長
崎
氏
本
拠
へ

通
じ
る
港
で
あ
ろ
う
（
前
掲
一
九
八
四
）。
北
側
に
「
上
・
中
・
下
」
の
町
名

が
残
る
の
も
、
岬
側
の
長
崎
と
は
別
に
、
も
う
一
つ
の
「
長
崎
氏
の
町
・
長
崎
」

が
存
在
し
た
か
ら
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
二
つ
の
港
が
近
接
す
る
傍
証

と
し
て
は
、
長
崎
の
前
に
一
五
六
二
、
六
三
年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
寄
港
地
で

あ
っ
た
横
瀬
浦
を
み
た
い
（
パ
チ
ェ
コ
・
デ
ィ
エ
ゴ
前
掲
）。
当
地
の
構
造
に

つ
い
て
は
教
会
や
十
字
架
の
位
置
に
考
慮
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
も
の
の

（
ヴ
ィ
エ
イ
ラ
・
ア
マ
ロ
二
〇
一
四
）、
東
港
に
領
主
で
あ
る
大
村
純
忠
の
屋
敷
、

西
港
に
「
上
町
」「
下
町
」
を
含
む
キ
リ
ス
ト
教
会
が
配
置
さ
れ
た
点
に
異
論

は
な
い
。
桜
馬
場
か
ら
船
津
に
至
る
長
崎
氏
が
所
管
す
る
港
と
、
イ
エ
ズ
ス
会

と
の
関
わ
り
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
港
の
両
者
が
併
存
し
た
の
と
同
じ
構
図
と
み

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

続
い
て
、
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）、
豊
後
町
と
旧
、
桜
町
の
間
、
そ
し
て
旧
、

桜
町
と
旧
、
勝
山
町
の
間
に
堀
を
設
け
る
。
ま
た
、
同
五
年
（
一
六
〇
〇
）
に

は
内
町
・
外
町
の
境
と
し
て
後
者
の
堀
を
東
西
方
向
へ
延
長
す
る
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
船
津
か
ら
地
獄
川
ま
で
貫
通
し
た
堀
が
再
度
廻
る
。
こ
の
頃
に
は
地
獄

川
と
中
島
川
に
挟
ま
れ
た
中
州
の
南
岸
の
酒
屋
町
、
袋
町
、
本
紺
屋
町
、
材
木

町
が
築
か
れ
（『
長
崎
志
正
編
』
に
よ
れ
ば
慶
長
二
年
〈
一
五
九
七
〉）、
埋
立

て
に
よ
り
形
成
し
た
旧
、
築
町
も
内
町
に
編
成
さ
れ
る
（『
増
補
長
崎
略
史
』

に
よ
れ
ば
慶
長
五
年
〈
一
六
〇
〇
〉）。
豊
臣
公
領
の
再
拡
張
が
行
わ
れ
た
と
理

解
で
き
よ
う
。

最
終
的
に
、
船
津
が
属
す
る
外
町
部
分
と
、
大
波
止
等
四
つ
の
波
止
が
属
す

る
内
町
部
分
が
統
合
さ
れ
、「
二
つ
の
長
崎
」
が
一
つ
の
町
に
な
る
の
は
、
大

村
氏
が
長
崎
領
を
替
地
し
て
、
長
崎
の
外
町
部
分
も
含
め
て
徳
川
公
領
と
な
る

慶
長
一
〇
年
（
一
六
〇
五
）
年
（
古
賀
十
二
郎
一
九
五
七
）
と
位
置
づ
け
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
や
が
て
、
海
岸
の
埋
立
て
は
進
み
、
埋
立
て
る
海
が
深
く
な
る

こ
と
で
波
止
へ
の
乗
降
は
、
石
段
や
雁
木
を
用
い
た
も
の
と
な
る
。
五
島
町
遺

跡
の
事
例
や
「
長
崎
惣
町
絵
図
」『
長
崎
実
録
大
成
』
で
み
た
よ
う
に
、
護
岸

石
垣
に
遮
水
さ
れ
凹
凸
の
少
な
い
海
岸
線
と
、
突
堤
の
小
さ
な
広
場
状
の
大
波

止
が
出
現
す
る
。
厳
密
な
年
代
を
特
定
す
る
こ
と
は
現
時
点
で
は
困
難
で
あ
る

が
、
遅
く
と
も
、
長
崎
奉
行
所
が
本
博
多
町
か
ら
外
浦
町
に
移
さ
れ
、
公
的
な

船
の
乗
降
場
所
が
よ
く
知
ら
れ
る
大
波
止
と
な
る
、寛
永
一
二
年
（
一
六
三
五
）
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以
後
で
あ
ろ
う
。
こ
の
前
年
に
は
出
島
の
築
造
が
な
さ
れ
、
江
戸
町
一
帯
の
海

岸
整
備
を
想
定
す
る
か
ら
で
あ
る
。

お
わ
り
に

紙
幅
の
関
係
も
あ
り
性
急
に
述
べ
た
感
も
否
め
な
い
が
、
本
稿
の
目
的
は
一

定
果
た
せ
た
の
で
擱
筆
し
た
い
。
ま
と
め
る
と
、
長
崎
の
町
は
、
当
初
イ
エ
ズ

ス
会
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
）
の
着
船
の
都
合
や
、
高
台
を
好
む
地
形
的
条
件
な
ど

を
基
礎
と
し
つ
つ
、
都
市
プ
ラ
ン
は
日
本
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ

し
て
、
新
興
地
の
港
（
六
町
か
ら
開
始
す
る
長
崎
）
と
、
既
存
の
港
（
長
崎
氏

の
治
め
る
長
崎
）
の
「
二
つ
の
長
崎
」
を
経
て
、「
一
つ
の
長
崎
」
へ
と
統
合

さ
れ
た
。
と
く
に
都
市
改
造
と
し
て
の
大
き
な
画
期
と
し
て
、
長
大
な
波
止
の

構
築
を
伴
う
港
の
拡
大
や
、
長
大
な
堀
の
掘
削
を
伴
っ
て
、
都
市
域
を
２
回
拡

張
し
た
豊
臣
公
領
期
が
注
目
で
き
よ
う
。

こ
れ
ら
の
変
化
は
、
地
形
や
港
の
復
元
、
発
掘
調
査
で
確
認
し
た
遺
構
な
ど

か
ら
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
ま
で
よ
り
説
得
的
で
あ
る
と
考
え
る
。
今
後

の
課
題
と
し
て
は
、
港
や
諸
施
設
あ
る
い
は
船
の
正
確
な
形
状
や
規
模
、
当
時

の
海
岸
線
の
確
認
な
ど
、
よ
り
実
際
の
資
料
に
即
し
た
研
究
な
ど
が
残
さ
れ
て

い
る
が
、
純
粋
な
興
味
関
心
に
よ
っ
て
、
市
街
地
に
埋
没
す
る
遺
跡
を
調
査
す

る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
本
稿
の
素
材
と
な
っ
た
考
古
学
的
な
発
掘
調
査
の
成

果
も
、
各
種
土
木
開
発
に
際
し
て
の
調
整
と
し
て
、
行
政
機
関
が
緊
急
発
掘
調

査
を
行
っ
た
記
録
の
所
産
で
あ
る
。

し
か
し
、「
掘
っ
て
い
な
い
か
ら
わ
か
ら
な
い
」「
掘
れ
ば
わ
か
る
」
の
で
は

な
く
、「
掘
っ
て
い
な
い
部
分
は
ど
う
考
え
ら
れ
る
」
の
か
と
考
察
す
る
の
が

都
市
考
古
学
の
本
領
で
あ
る
（
前
川
要
一
九
九
一
）。
実
際
、
大
坂
や
堺
な
ど

の
近
世
都
市
遺
跡
の
様
態
に
つ
い
て
も
、
よ
り
具
体
的
に
研
究
が
な
さ
れ
て
い

るøú

（
松
尾
信
裕
二
〇
一
四
、
二
〇
一
七
）。

そ
し
て
最
終
的
に
は
、
本
稿
が
目
的
と
し
た
、
実
際
の
資
料
を
基
に
し
た
作

業
を
踏
ま
え
て
、
安
野
眞
幸
が
述
べ
た
よ
う
な
人
間
と
交
易
、
あ
る
い
は
都
市

と
の
関
係
が
改
め
て
論
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
前
掲
一
九
九
二
、
仁
木
宏

一
九
九
七
、
仁
木
宏
、
綿
貫
友
子
編
二
〇
一
五
）。
港
湾
や
都
市
、
遺
跡
に
つ

い
て
の
外
貌
を
表
面
的
に
の
み
理
解
し
た
の
で
は
、
歴
史
の
研
究
は
虚
し
い
。

本
稿
の
作
成
に
お
い
て
は
、
株
式
会
社
長
崎
文
献
社
、
立
正
大
学
図
書
館
の

ご
厚
誼
を
得
た
。
末
文
で
す
が
、
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
長
崎
市
文
化
財
課
主
事
）

〔
付
記
〕

脱
稿
後
、
林
一
馬
二
〇
〇
四
「
港
市
・
長
崎
の
形
成
過
程
と
都
市
構
造
」『
長

崎
総
合
科
学
大
学
紀
要
』
第
四
五
巻
第
一
号
に
接
し
た
。
安
野
眞
幸
『
港
市
論
』

の
問
題
点
を
事
実
関
係
か
ら
鋭
く
指
摘
し
て
お
り
、
知
ら
ず
と
拙
論
が
重
複
し

て
述
べ
て
し
ま
っ
た
部
分
も
あ
っ
た
。
不
明
を
お
詫
び
し
た
い
。
た
だ
し
、
林

論
文
は
文
献
と
地
理
に
依
拠
し
て
お
り
、
考
古
学
的
情
報
に
は
触
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
発
達
過
程
時
の
長
崎
の
地
形
に
関
し
て
、
拙
論
と
は
見
解
が
全
く
異
な

る
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。

― ―��



引
用
参
考
文
献

ヴ
ィ
エ
イ
ラ
・
ビ
ベ
オ
・
ア
マ
ロ

二
〇
一
四
「
港
市
横
瀬
浦
の
都
市
史
―
キ

リ
シ
タ
ン
集
落
と
教
会
を
中
心
に
―
」
都
市
史
学
会
編
『
都
市
史

研
究
』
一

山
川
出
版
社

�
�

二
〇
一
六
「
港
市
長
崎
の
成
立
に
関
す
る
研
究
」『
建
築
史
学
』

第
六
七
号

建
築
史
学
会

安
野
眞
幸

一
九
七
四
「
中
世
都
市
長
崎
の
研
究
」『
日
本
歴
史
』
三
一
〇
号

�
�

一
九
九
二
『
港
市
論
』
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部

市
村
高
男

一
九
九
六
「
中
世
後
期
の
津
・
湊
と
地
域
社
会
」
中
世
都
市
研
究

会
編
『
津
・
泊
・
宿
』
中
世
都
市
研
究
三

新
人
物
往
来
社

越
中
勇

一
九
八
八
「
寛
永
年
間
長
崎
之
図
」
長
崎
県
の
郷
土
史
料
編
纂
委

員
会
編
『
長
崎
県
の
郷
土
史
料
』
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館

越
中
哲
也

一
九
八
四
「
初
期
長
崎
の
町
の
成
立
」『
英
米
文
化
研
究
』
創
刊

号

純
心
女
子
短
期
大
学

大
野
安
生

二
〇
〇
九
「
肥
前
大
村
の
成
立
過
程
」
別
府
大
学
文
化
財
研
究
所
、

九
州
考
古
学
会
・
大
分
県
考
古
学
会
編
『
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
の
考

古
学
』
思
文
閣
出
版

大
場
修

二
〇
〇
一
「
平
入
志
向
の
町
屋
形
成
―
近
世
町
屋
の
在
来
形
成
と

新
興
形
式
前
編
―
」『
建
築
史
学
』
第
三
七
巻

建
築
史
学
会

大
庭
康
時

二
〇
二
〇
「
港
湾
都
市
博
多
」
大
庭
康
時
他
編
『
九
州
の
中
世
Ⅰ

島
嶼
と
海
の
世
界
』
高
志
書
院

岡
本
哲
志

二
〇
一
〇
『
港
町
の
か
た
ち
―
そ
の
形
成
と
変
容
』
法
政
大
学
出

版
局

鎌
田
泰
彦
、
松
岡
数
充
、
近
藤
秀
三

一
九
八
二
「
四
．
一
．
地
質
的
条
件
か

ら
み
た
災
害
の
特
性
」
長
崎
大
学
七
・
二
三
長
崎
豪
雨
災
害
学
術

調
査
団
編
『
昭
和
五
七
年
七
月
長
崎
豪
雨
に
よ
る
災
害
の
調
査
報

告
書
』

川
口
洋
平

二
〇
〇
〇
「
一
括
資
料
か
ら
み
た
長
崎
遺
跡
群
」『
西
海
考
古
』

第
二
号

西
海
考
古
同
人
会

�
�

二
〇
〇
四
「
中
世
の
長
崎
―
開
港
前
後
の
町
・
人
・
モ
ノ
―
」
大

庭
康
時
他
編
（
中
世
都
市
研
究
会
編
集
協
力
）『
港
湾
都
市
と
対

外
貿
易
』
中
世
都
市
研
究
一
〇

新
人
物
往
来
社

川
副
博
（
川
副
義
教
校
訂
）
二
〇
〇
六
『
竜
造
寺
隆
信
：
五
州
二
島
の
太
守
』

佐
賀
新
聞
社

古
賀
十
二
郎

一
九
五
七
『
長
崎
開
港
史
』
古
賀
十
二
郎
翁
遺
稿
刊
行
会

小
林
英
之

一
九
八
八
「
防
災
・
長
崎
・
歴
史
」
稲
垣
榮
三
先
生
還
暦
記
念
論

集
刊
行
会
編
『
建
築
史
論
叢
』
中
央
公
論
美
術

坂
井
隆

一
九
九
五
「
東
南
ア
ジ
ア
と
日
本
の
中
近
世
都
市
―
図
化
資
料
か

ら
見
た
港
市
の
防
衛
と
機
能
―
」『
日
本
考
古
学
』
第
二
号

日

本
考
古
学
協
会

陣
内
秀
信
、
高
村
雅
彦
編

二
〇
一
三
『
水
都
学
Ⅰ
』
法
政
大
学
出
版
局

外
山
幹
夫

二
〇
一
一
「
第
三
章

戦
国
期
の
長
崎

第
３
部

肥
前
国
彼
杵

郡
」『
中
世
長
崎
の
基
礎
的
研
究
』
思
文
閣
出
版

土
井
忠
生
他
編
訳

一
九
八
〇
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
岩
波
書
店

長
崎
県
教
育
委
員
会

一
九
九
五
『
万
才
町
遺
跡
』
長
崎
県
文
化
財
調
査
報
告

書
第
一
二
三
集

�
�

二
〇
〇
七
『
万
才
町
遺
跡
Ⅱ
』
長
崎
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第

一
九
二
集

長
崎
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
協
議
会

二
〇
〇
一
『
五
島
町
遺
跡
』

�
�

二
〇
〇
七
『
金
屋
町
遺
跡
』
―
長
崎
市
金
屋
町
六
番
四
号
、
五
号

に
お
け
る
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
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書
―

中
村
質

一
九
六
七「
初
期
長
崎
絵
図
に
関
す
る
書
誌
的
考
察
」『
日
本
歴
史
』

二
三
五
号

日
本
歴
史
学
会

仁
木
宏

一
九
九
七
『
空
間
・
公
・
共
同
体
』
青
木
書
店

仁
木
宏
、
綿
貫
友
子
編

二
〇
一
五
『
中
世
日
本
海
の
流
通
と
港
町
』
清
文
堂

丹
羽
漢
吉
・
森
永
種
夫
校
訂

一
九
七
三
「
第
二
巻
目
録

御
役
所
諸
御
番
所

等
造
営
之
部

一
大
波
戸
之
事
」『
長
崎
実
録
大
成
』
正
編

長

崎
文
献
社

パ
チ
ェ
コ
・
デ
ィ
エ
ゴ
（
結
城
了
悟
）、
佐
久
間
正
訳

一
九
六
九
『
長
崎
を

開
い
た
人
―
コ
ス
メ
・
デ
・
ト
ー
レ
ス
の
生
涯
―
』
中
央
出
版
社

布
袋
厚

二
〇
〇
九
『
復
元
！
江
戸
時
代
の
長
崎
』
長
崎
文
献
社

松
尾
信
裕

二
〇
一
四
「
近
世
城
下
町
大
坂
の
誕
生
と
拡
大
」『
大
阪
上
町
台

地
の
総
合
的
研
究
―
東
ア
ジ
ア
史
に
お
け
る
都
市
の
誕
生
・
成
長
・

再
生
の
一
類
型
―
』
公
益
財
団
法
人

大
阪
市
博
物
館
協
会
大
阪

文
化
財
研
究
所
、
大
阪
歴
史
博
物
館

�
�

二
〇
一
七
「
近
世
初
頭
の
都
市
に
お
け
る
町
人
地
の
形
態
と
内
部

構
造
―
堺
環
濠
都
市
の
改
造
に
見
る
中
世
都
市
か
ら
近
世
都
市
へ

の
変
容
―
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
二
〇
四
集

松
田
博
幸

一
九
八
八「
三
．
土
地
条
件
図
が
で
き
る
ま
で
」『
季
刊
防
災
科
学
』

/
P����

一
般
財
団
法
人
消
防
防
災
科
学
セ
ン
タ
ー

宮
﨑
貴
夫

二
〇
二
〇
ａ
「
長
崎
市
万
才
町
遺
跡
の
再
検
討
」『
長
崎
県
立
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
一
〇
号

�
�

二
〇
二
〇
ｂ
「
万
才
町
遺
跡
の
発
掘
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
」
片

峰
茂
監
修
『
長
崎
の
岬
Ⅱ
―
長
崎
の
記
憶
を
ほ
り
お
こ
す
』
第
二

回
「
長
崎
県
庁
跡
地
遺
構
を
考
え
る
会
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書

長
崎
文
献
社

宮
本
雅
明

二
〇
〇
六「
日
本
型
港
町
の
成
立
と
展
開
」歴
史
学
研
究
会
編（
深

沢
克
己
責
任
編
）『
港
町
の
ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ
』
シ
リ
ー
ズ
港
町
の

世
界
史
二

青
木
書
店

山
崎
信
二

二
〇
一
五『
長
崎
キ
リ
シ
タ
ン
史
―
附
考

キ
リ
ス
ト
教
会
の
瓦
』

雄
山
閣
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�
「
地
理
学
的
な
見
地
」
と
書
き
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
筆
者
に
は
地
理
学

の
素
養
が
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
に
記
す
。

�

当
時
の
日
本
で
知
ら
れ
た
事
柄
に
つ
い
て
は
和
暦
（
西
暦
）、
外
国
の
文
書

資
料
で
知
ら
れ
た
事
柄
や
、
日
本
で
の
太
陽
暦
導
入
以
降
の
記
述
に
つ
い
て

は
西
暦
の
み
表
記
す
る
こ
と
と
す
る
。

�

研
究
史
と
し
て
蛇
足
と
な
る
の
で
注
に
挙
げ
た
が
、
こ
の
「
市
民
社
会
」
の

姿
を
長
崎
に
仮
託
し
た
と
い
え
る
。
長
崎
を
「
港
市
」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な

存
在
と
し
て
描
写
す
る
の
と
併
せ
て
、
安
野
の
所
論
の
大
き
な
二
本
柱
で
あ

る
と
思
う
。

�

方
法
論
は
ヴ
ィ
エ
イ
ラ
・
ア
マ
ロ
や
川
口
洋
平
の
所
論
と
同
様
で
あ
る
が
、

ヴ
ィ
エ
イ
ラ
・
ア
マ
ロ
は
文
献
史
と
地
形
の
デ
ー
タ
に
重
点
を
置
く
な
か
、

考
古
学
的
調
査
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
一
六
〇
〇
年
代
当
時
の
地
面
の
標
高
値

と
、
外
山
幹
夫
も
注
目
し
た
墓
域
を
参
照
す
る
に
と
ど
ま
り
、
集
落
遺
構
の

内
容
に
は
踏
み
込
め
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
川
口
や
宮
﨑
貴
夫
が
詳
述
し

た
万
才
町
遺
跡
（
旧
県
庁
新
別
館
地
点
）
の
成
果
は
鑑
み
ら
れ
て
い
な
い
。

一
方
、
川
口
の
論
考
は
、
万
才
町
を
対
象
に
し
た
も
の
が
多
い
こ
と
も
関
係

し
て
地
形
へ
の
論
及
は
少
な
い
。

�

安
野
眞
幸
は
「
近
代
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
」
と
す
る
が
（
前
掲
一
九
九
二
）、

市
村
高
男
は
中
世
の
津
・
湊
を
一
般
的
に
述
べ
る
際
「
港
湾
都
市
」
の
語
を

用
い
て
い
る
（
市
村
一
九
九
六
）。
ま
た
、
二
〇
〇
三
年
の
中
世
都
市
研
究

会
第
一
一
回
研
究
集
会
の
成
果
は
『
港
湾
都
市
と
対
外
交
易
』
と
い
う
図
書

に
ま
と
ま
っ
た
。
同
書
の
編
集
に
名
を
連
ね
た
大
庭
康
時
は
、
そ
の
後
の
研

究
に
お
い
て
も
博
多
を
「
港
湾
都
市
」
と
表
現
し
て
い
る
（
大
庭
二
〇
二
〇
）。

近
年
の
文
献
史
学
・
考
古
学
の
動
向
を
見
る
か
ぎ
り
、
そ
の
よ
う
な
心
配
は

な
い
と
感
じ
る
。

�

な
お
、
縮
尺
二
万
五
千
分
の
一
の
レ
ベ
ル
が
実
デ
ー
タ
で
あ
る
が
、
ヴ
ィ
エ

イ
ラ
・
ア
マ
ロ
も
同
標
高
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
お
り
、
作
成
し
た
図
面
は
同

程
度
の
精
度
と
推
測
す
る
。
ま
た
、
国
道
二
〇
二
・
二
〇
六
・
四
九
九
号
線
以

西
の
デ
ー
タ
が
未
作
成
の
よ
う
で
あ
る
が
、
本
論
に
は
大
き
な
影
響
は
出
な

い
の
で
、
そ
の
ま
ま
東
側
の
デ
ー
タ
の
み
利
用
し
て
論
じ
て
い
る
。
地
図
の

詳
細
は
以
下
の6

3-

を
参
照
さ
れ
た
い
。

国
土
交
通
省
国
土
地
理
院)

1
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X
X
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M

（
二
〇
二
一
年
一
一
月
現
在
）

�

正
確
に
は
、
四
ｍ
強
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
五
ｍ
に
は
達
し
な
い
。
こ
の
こ

と
は
長
崎
大
学
学
術
調
査
団
に
よ
る
中
島
川
流
域
の
標
高
で
も
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
（
鎌
田
他
一
九
八
二
）。

�
「
寛
永
年
間
長
崎
之
図
」
は
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
の
模
写
で
あ
る
。

町
名
の
内
容
か
ら
は
、ほ
ぼ
正
保（
一
六
四
五
～
四
八
）か
ら
明
暦（
一
六
五
五

～
五
八
）
頃
に
合
致
す
る
が
、
領
界
線
は
明
暦
三
年
か
ら
寛
文
八
年

（
一
六
五
七
～
六
八
）
の
内
容
を
含
む
た
め
、
原
図
は
寛
文
八
年
以
降
の
作

成
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
古
賀
十
二
郎
は
「
正
保
年
間
長
崎
之
図
」
が
妥
当

で
は
な
い
か
と
提
示
し
た
と
い
う
（
中
村
質
一
九
六
七
、
越
中
勇

一
九
八
八
）。

な
お
、「
長
崎
港
之
圖
」
が
こ
の
系
統
に
属
す
る
こ
と
は
、
長
崎
市
長
崎
学

研
究
所
長

赤
瀬
浩
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

�

岩
﨑
義
則
に
よ
る
と
、
天
明
末
年
～
文
化
五
年
（
一
七
八
〇
年
代
後
半
～

一
八
〇
八
年
）
に
描
い
た
と
推
定
さ
れ
る
「
浦
五
嶋
町
ヶ
所
数
間
数
」（
長

崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
）
に
同
様
の
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
（
長
崎
市
埋

蔵
文
化
財
調
査
協
議
会
二
〇
〇
一
）。
な
お
、「
波
戸
」
の
用
字
に
つ
い
て
は

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

― ―��



原
文
ど
お
り
表
記
し
た
。

��

最
下
層
で
あ
る
地
山
に
あ
る
遺
構
は
、
後
世
の
土
木
作
業
、
つ
ま
り
上
の
地

層
に
生
活
し
て
い
た
人
々
の
掘
削
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
。
当
地
点
の
調
査

で
は
、
平
戸
町
に
は
第
１
期
の
遺
構
の
残
存
が
少
な
く
、
大
村
町
に
遺
構
の

確
認
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
大
村
町
の
考
察
に
依
拠
す
る

こ
と
と
す
る
。

ま
た
、
正
確
に
は
、
宮
﨑
の
言
う
第
１
期
を
川
口
は
「
開
港
～
大
村
領
期
」、

「
豊
臣
公
領
期
」
の
よ
う
に
権
力
主
体
の
変
遷
に
応
じ
て
細
分
し
て
い
る
が
、

同
一
の
遺
構
が
両
期
に
ま
た
が
っ
て
存
続
す
る
こ
と
も
述
べ
て
い
る
の
で

（
例
え
ば
掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ
８
）、
本
稿
に
お
い
て
は
宮
﨑
の
「
第
１
期
」

「
第
２
期
」
に
概
括
す
る
こ
と
と
す
る
。

��

筆
者
は
原
典
を
読
め
て
い
な
い
が
、
布
袋
厚
の
作
成
し
た
凡
例
に
よ
る
と
、

「
長
崎
諸
役
所
絵
図
」「
長
崎
諸
地
図
」「
正
徳
年
間
町
絵
図
」「
永
昌
寺
よ
り

本
蓮
寺
ま
で
絵
図
」
な
ど
か
ら
得
た
情
報
の
よ
う
で
あ
る
。

��

現
在
も
五
島
町
と
樺
島
町
の
境
を
流
れ
る
小
川
と
し
て
、
一
部
残
存
し
て
い

る
。

��

松
尾
信
裕
は
、
大
坂
城
下
町
の
近
世
化
を
跡
付
け
て
お
り
、
天
正
一
一
年

（
一
五
八
六
）
の
大
坂
城
及
び
城
下
町
の
建
設
時
に
、
豊
臣
秀
吉
が
港
湾
機

能
を
も
つ
既
存
の
都
市
を
自
ら
の
城
下
町
に
取
り
込
ん
だ
と
述
べ
て
い
る

（
前
掲
二
〇
一
四
）。
ま
た
、
堺
に
つ
い
て
、
慶
長
二
〇
年
（
一
六
一
五
）
以

前
は
地
形
条
件
を
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
徳
川
公
領
期
の
元
和
年
間

（
一
六
一
五
～
二
三
）
に
都
市
改
造
が
行
わ
れ
、
従
来
知
ら
れ
る
整
然
と
し

た
町
割
り
を
備
え
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
（
前
掲
二
〇
一
七
）。
長
崎
の
研

究
に
と
っ
て
も
、
非
常
に
傾
聴
す
べ
き
で
あ
る
。
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―
―
―
―
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